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拡散式防腐処理法による薬剤の浸透度と防腐効果

西 本 孝 一*

K6ichiNISHIMOTO*:On theRelation between thePenetration Ratioof

ChemicalsandtheAntisepticeffectintheDiffusionPreservatingProcess.

は し が き

拡散式防腐処理法は,溶液の濃度差によっておこる水を通 じての溶質イオンの動き,即ち拡散

現象を応用して防腐剤を材中に浸透せしめる処理法である｡本法による場合,浸透部分におけ

る薬剤濃度傾斜が著 しいと言われており,筆者の研究によっても若干明らかとなったが,防腐効

果の点より薬剤浸透度との関連において明らかにすることが必要であろう｡ C.A.R【cliARDSl)

は種々の木材腐朽菌に対する媒体中の NaFの causingdeathは 0.15-0.3%で,Na2HAs04

のそれは0.04%以上と報告 している｡NaFと Na2HAsO｡およびその他の化合物が混合された

PF系防腐剤では,この RlcliARDSの測定値がそのまま摘用されるとは限らない｡筆者は実用

的意味において,本法で処理 したスギ丸太について,種々な実験条件における丸太の各部分の

防腐効力を浸透度との関連性に限って検討 した｡但 し,浸透長および薬剤濃度の測定が未完了

なため,本報告は防腐効力の務まとめたものである｡

実 験 方 法

正常健全なる直径約 15cm のスギ生丸太 3本より無節部分を選び,長 さ 20cm の丸太を27

本玉切りし供試材料とした｡切断後直ちに両木口にポ リエステル樹脂を塗布し,樹脂の硬化する

まで含水率の低下するのを防 ぐために密閉容器中に入れ,硬化後速かに薬剤を塗布した｡供試

丸太は兵庫県氷上郡産のもので,伐倒後10日経過 しその含水率は表 1に示す如 くである｡

実験計画の要因および水準は表 2に示 したが, これらの因子を L313 のお りつけ 表 に従 つ

表 1 試験材の含水率

丸 太 番 号 i含水率

1-ち

T

2-B

T

3-B

T

平 均 !188

〔註〕 B:元 口部分

T:末 口部分

て27個の試験体を作 り,塗布処理後 ビニール袋に入れ,更に底に水

を入れ器内の湿度を高 く保った容器中に入れて所要期間放置 した｡

この放置期間中に材中の水分に薬剤が拡散 して浸透するわけである

が,この期間を拡散式防腐処理法では養生期間と称 している｡養生

期間の麿 了した試験体は,直ちに 5cm 厚みの円盤に切断 し,割れ

の生 じないように徐々に乾燥 し含水率約40%に達 した後,各円盤の

木 口面 に おける薬剤の浸透度を呈色反応により測定することにし

た｡浸透度測定後約 1カ月間室内に放置 した後,各試験体の中央部

分より切断 した 1枚の円盤を選び,その木口面において辺材の外周

に近い部分,心材に近い部分およびその中央部分 より,腐朽試験用

試験片を採取 した｡ 試験片は 1×2×1cm (繊維方向 1cm)の=
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表 2 実験要因とその水準

(A)薬 剤

(B)濃 度 (%)

(C)養生期間 (過)

(D)耐侯操作

(E)試片採取個所

(F)腐朽期間 (日)

ホ ウ 酸 + ホウ砂LISK155｡_5種(A)

50

1

ナ シ

外

30

30

2

JIS20回

申

60

方柾 とし,各部分 よりそれぞれ10個ずつ取 り,オオウズラタケ, ヒイロタケにそれぞれ 5個ず

つ所定期間強制腐朽せしめた｡耐候操作 としては,JISA9302の揮散一水洗繰 り返 し操作に準

じ,20回繰 り返すもuJと, Weathermeterを用いて天然野外曝露 1カ年に相当する208時間

照射を行なった｡

実験結果および考察

以上の実験中,浸透度の測定につい七はホウ砂十ホウ酸の処理丸太に対する測定が終了して

いない｡木材中の薬剤の検出には呈色反応による方法が最 も簡便である｡ホウ素の比色用試薬

として従来提案 されているもののうち,カル ミン,キナ リザ リン,アン トリミド,ア リザ リン,

クルクミンなどが特によく知 られている2'｡ この中ク)レクミン法は安全な有機溶剤が用いられ
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るので便利 とされている3㌦ しかしながら,木材での検出にはすべて着色が鮮明でなく,浸透

部分の判定が非常に困難であった｡ 目下適当な検出方法を探求しており,方法の確立するまで,

表 3 分 散 分 析 表
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図 5 腐朽期間による影響
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図10 南榎別腐朽期間に
よる腐朽程度
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他の薬剤の浸透度も同様に発表することを保留 した｡

上記の実験方法で強制腐朽 した試験片は,腐朽前後の重量差 よ

り重量減少率を算出し,分散分析で比較検討 した｡分散分析結果

は表 3に示す如 くである｡ これにより有意差のある因 子 に つ い

て,グラフを画 くと図 1-図10の如 くである｡

全般的に薗種による効力の相違がかなり大きく現われたので,

菌種別に各薬剤の効力比較および実験条件の検討を行なうことが

妥当と考えられる｡菌の種類によって,薬剤の効力が若干異なるこ

とは考えられるが,本実験の場合 も同様な結果を得た｡その原因

は何かという問題については,今後の研究によって解決 したい｡

濃度別の努力については,オオウズラタケでは常識的結果を得た

が,ヒイロタケでは異常な結果 となった｡ これは各培養瓶中の菌

の活力によるものと想像されるが, ヒイロタケの場合そのばらつ

きが大きかったのではないか,この問題は腐朽試験を行なう時に

屡々経験することで,別個に実験計画を立て解明したい｡

本実験では種々の異常結果を含むが,明確に言えることは,紘

散処理法による防腐処理材は,木材の表面より繊維に直角方向に

ついて, 10-15mm の深度にかなり濃度の高い状態で薬剤が浸透 しており,防腐効力も十分

に期待し得るが,それ以上の深度ではかなり防腐効力が低下する｡腐朽試験には60日以上の強

制腐朽期間を必要 とする｡

以上浸透測定結果と腐朽効力結果 との関連について諭ずることは出来なかったが,一応拡散

処理における防腐効力に及ぼす実験諸条件の影響をまとめて,研究資料 とした｡
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